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［東京市編 1934，兵庫県編 1934，神戸市臨時商工調査部編 1936，大阪市編 1935，大阪府編 1936，

























　表 1に示されているように 1936年 6月末時点での名古屋市機械器具工場の職工数ランキングは
三菱重工業1）名古屋航空機製作所 6,588人，日本車輌製造 3,319人，豊田式織機新川工場 2,058人，




区分 工場名 工場代表者 住所 製品 生産額 職工数 創業年
機械 ㈾安井鉄工所 安井　鋤次郎 南区熱田白鳥町 陸海軍航空発動機精密部品 80 60 1923
丸八ポンプ製作所 村松　才次郎 南区玉船町 家庭用電動ポンプ 600 160 1924
㈱明電舎名古屋工場 重宗　雄三 市外西枇杷島町 電動機 1,500 87 1935
三菱電機㈱名古屋製作所 本間　亀吉 東区矢田町 小型誘導電動機 1,000 1924
日本ミシン製造㈱ 安井　正義 南区穂波通 ミシン機及部分品 348 209 1934
豊田式織機㈱ 兼松　煕 西区島崎町 各種織機 17,000 568 1907
豊田式織機㈱新川工場 兼松　煕 市外新川町 紡績用機械 17,000 2,058 1924
㈱大阪機械製作所名古屋工場 高野　仁慈 南区熱田豊田町 絹，棉，毛紡機 1,243 594 1931
㈱大隈鉄工所　本社工場 大隈　栄一 東区布池町 工作機械 3,500 715 1898
㈱大隈鉄工所　大曽根工場 大隈　栄一 東区東大曽根町 毛織物用織機 1,000 180 1921
㈾鷲野製作所 鷲野　卯八 中区江越町 リミットゲージ及工作機械 300 105 1920
加藤紡機製作所 加藤　賢三 南区澤下町 紡織機械付属品 220 50 1921
㈱河本製機所 河本　萬造 東区布池町 紡織用諸機械 43 160 1913
㈾大日本ミシン製作所 大村　九一 南区桃ノ木町 シスターミシン 168 81 1936
㈱太平製作所 木村　彌作 中区流町 木工機械 200 99 1925
野上式自動織機㈱ 野上　八重治 中区御器所町 紡織機 800 270 1916
㈾山田鉄工所 山田　慶之助 西区則武町 紡織機部分品 75 62 1892
㈴山田紡機製作所 山田　富之助 南区中田町 紡織機及同部分品 150 102 1931
㈾藤田鉄工所 藤田　精次郎 中区流町 各種歯車類 12 50 1912
㈱藤田製作所 藤田　辰治郎 南区熱田東町 紡績付属品 450 233 1924
㈾名機製作所 加治　慶之助 南区桃ノ木町 ビスコース工業用諸機械 395 83 1933
柴田鉄工㈴ 柴田　鉄吉 南区熱田新尾頭町 工作機械及航空機部分品 360 210 1888
㈾昭和製作所 長谷川　やゑ 南区桜田町 紡績機械器具 120 54 1920
㈴平野製作所　中川工場 平野　亥子吉 南区玉船町 紡織機 728 291 1935
大成製作所 山田　平三 南区瑞穂町 鑿岩機 300 95 1928
仲商会農具製作所 仲田　利吉 西区西柳町 製縄機 180 82 1909
F．K鑿岩機製作所 栗田　正一 西区瑞穂町 鑿岩機 250 80 1933
金城鑿岩機製造㈱ 山崎　丈夫 南区豊田町 鑿岩機 520 159 1923
船舶車輌 日本車輌製造㈱ 三瓶　勇佐 南区熱田東町 機関車 16,000 3,319 1896
日本車輌製造㈱牛巻工場 秋山　正八 南区牛巻町 自動車 200 100 1935
西中鉄工所 西中　亀太郎 南区笠寺町 航空機部品 120 95 1923
ヂヤイアント，ナカノモータース㈱ 中野　嘉四郎 南区熱田前新田 自動三輪車 960 250 1931
㈴中京機械製作所 横井　藤八 中区江越町 航空機部品 95 84 1912
㈱大隈鉄工所　萩野工場 光明　志郎 市外萩野村 自動車及機械器具 100 55 1934
岡本工業㈱ 岡本　松造 中区東郊通 オートバイ 3,450 952 1919
㈱名古屋自動車製作所 山田　恒壽 南区西築港 車輌 600 122 1912
㈾名古屋車体製作所 杉原　與一 中区東陽町 自動車車体 100 50 1928
矢嶋工業㈱ 矢嶋　環 中区流町 航空機機体及発動機 450 348 1923
1）　1934年 3月の三菱航空機と三菱造船の合併によって成立。
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区分 工場名 工場代表者 住所 製品 生産額 職工数 創業年
㈴小林製作所 小林　進一 南区桜田町 航空機部分品 120 1911
愛知時計電機 青木　鎌太郎 南区千年字船方 海軍兵器類 1898
㈱アサヒ機械製作所 伊藤　與三七 南区八熊町 航空機部品 150 57 1922
三菱重工業㈱名古屋航空機製作所 後藤　直太 南区大江町 航空機及航空用発動機 6,588 1920
水野鉄工所 水野　忠六 南区船原町 自動三輪車 216 67 1922
水野鉄工所 水野　忠一 南区桃ノ木町 自動運搬車部分品 57 56 1935
半谷鉄工所 半谷　佐右衛門 中区流町 自転車付属品 87 106 1922
大橋製作所 大橋　一春 中区東出町 自転車部分品 117 90 1922
山梅自転車製作所 山田　梅吉 中区清船町 自転車車体 325 275 1915
㈾松井鉄器製作所 松井　三郎 南区児玉町 自転車ベル 150 110 1925
荒井製作所 荒井　塁三 東区新出来町 自転車部分品 348 410 1915
㈴愛知電鍍工業所 橘田　覚太郎 西区上笹島町 自転車用ハンドル 180 78 1903
㈱佐竹鉄工所 佐竹　良造 中区西川端町 自転車部分品 415 150 1920
㈾宮田リム製作所 富田　弘 中区西日置町 自転車用各種リム 318 95 1924
新家自転車製造㈱名古屋工場 新家　熊吉 南区呼続町 自転車用リム 474 95 1933
㈴角田製作所 角田　鎌次郎 南区外新町 自転車用把手 250 180 1928
器具 小栗時計製造所 小栗　吉雄 中区東雲町 各種掛置時計 250 102 1894
尾張時計㈱ 三輪　嘉兵衛 東区葵町 掛置時計及目覚時計 450 150 1906
㈱名古屋計量器製作所 加藤　一三 中区白金町 計量器 88 57 1923
㈾高野時計金属品製作所 高野　馬二郎 中区三田町 各種掛置時計 1,100 550 1899
名古屋商事㈱時計部 本庄　喜蔵 東区松山町 掛置時計 221 93 1892
愛知時計電機㈱瑞穂工場 高橋　富彦 南区堀田通 掛置時計 800 502 1898
明治時計製造㈾ 成瀬　初太郎 南区明治町 時計 700 241 1895
㈴佐藤時計製造所 佐藤　信太郎 中区養老町 掛置時計 258 86 1902
㈱品川製作所名古屋工場 武鶴　次郎 南区桜田町 度量衡器 167 79 1906
敏工蓄音機製作所 小菅　甚右衛門 東区矢田町 蓄音機モーター及付属品 500 120 1914
鈴木バイオリン製造㈱ 下出　義雄 東区松山町 バイオリン 173 155 1888
高松電気㈱ 高岡　松之助 東区山田東町 碍子型開閉器 164 84 1919
朝日乾電池㈱名古屋工場 林　新太郎 西区千原町 乾電池 190 64 1934
㈴戸谷ヤスリ製作所 戸谷　増吉 中区下茶屋町 ヤスリ 45 58 1901
㈴長谷川銃器工業所 長谷川　正一 東区矢場町 三八式歩兵擬銃 68 57 1928
㈾東洋銃器製作所 小林　近太郎 東区矢田町 三八式訓練銃 75 52 1934
柴田鉄工㈴二野工場 柴田　正吉 南区二野町 軍需品 150 125 1932
金属品 ㈾瀧上鉄工所 瀧上　定次郎 中区清船町 建築用鉄骨 175 50 1897
㈾愛知伸銅所 大津　ニ三夫 中区御器所町 銅，真鍮，板，線 480 56 1929
岩田工場 岩田　武七 南区須田町 ハンド印靴底金 300 105 1916
スプリング製作所 林　伝次郎 南区池内町 各種スプリング 219 84 1921
日活電線製造㈱ 恩田　吾郎 中区御器所町 電線 265 64 1935
中央発條㈱ 竹内　六治郎 南区堀田通 発條 220 136 1925
㈴筧鉄工場 筧　金一 東区長田町 ボールべアリング 80 80 1920
名古屋製針㈾ 江崎　鉄次郎 中区東川端町 安全針 30 57 1912
八木製作所 八木　源六 中区清船町 ボールト 300 68 1924
㈾今井電気製鋼所 今井　信雄 中区御器所町 自動車部分品 300 110 1920
伊藤鋳造所 伊藤　喜重 中区御器所町 諸機械用各種鋳物 580 195 1913
伊藤同族㈱江越工場 伊藤　逸太郎 中区江越町 機械器具及ポンプ各種 200 79 1927
伊藤同族㈱堀江工場 伊藤　留吉 中区堀江町 伝導用品 175 55 1935
服部製鋼所 服部　吉太郎 南区熱田東町 可鍛鋳鉄 125 53 1912
㈱東邦電気鋳鋼所 島田　忠次 南区豊田町 鋳鋼物 371 93 1928
大同電気製鋼所築地工場 下出　義雄 南区東築地 各種合金鉄 957 1918
大同電気製鋼所熱田工場 下出　義雄 南区熱田東町 各種合金鉄 630 1916
武山鋳造所清川工場 武山　準一 南区清川町 銑鉄鋳造業 14 65 1930
㈱久保田製作所 下出　義雄 中区流町 鋳型機 397 140 1934
㈱久保田製作所　第一工場 下出　義雄 西区児玉町 鋳型機 193 67 1934
㈱久保田製作所　第ニ工場 下出　義雄 中区流町 鋳型機 121 61 1934
桜井製鋼所 桜井　信太郎 中区御器所町 可鍛鋳鉄鋳物 300 127 1916
㈱喜村ポンチング工所 喜村　定太郎 南区熱田東町 フライパン 136 61 1912
加藤工業所 加藤　勇 西区則武町 鍍金一般 90 84 1931
㈴山田製作所 山田　銀次郎 東区豊年町 伝導用メタル 300 87 1925
［出所］名古屋商工会議所編 1936（1）。




作所に次ぐ規模の巨大工場であった。1936年 10月 1日現在で同社の職員は 343人，職工 5,153人，
人夫 215人，女工 251人，総計 5,962人であり，その内訳を作業別にみると「砲水関係作業」2,414
人，「機体関係作業」1,990人，「発動機関係作業」1,033人，瑞穂工場（時計，量水器）394人，其







































































































































































作所自動車部を訪ねたのは 36年 11月であり，37年 7月にはじめて「砂バケツ」を受注する［以下，

















郎商店が分け合っていた。34年 2月に 7年間の年季が明け，それまでの給金月 5円が 45円になっ
たが，林はそのうちの 30円を両親に仕送りした。
　日本車輌製造営業部購買課長の浅野邦彦から独立を勧められた林は 1937年春，店主の加藤省三
に退職を申し出たが強く慰留され，円満退社が実現するのは 38年 10月であった。退職金は 350円
であった。8畳二間程度の 1階が工場で自宅はその 2階であった。兄弟 2人を呼び寄せ，職人 3人
を雇って 25歳の林の成田製作所が創設された。最初の製品は機関車の蝶番（ヒンジ）であった。
鍛造加工品で 1日 10～ 12個の生産がやっとであったが，大阪で薄物のプレス加工で量産効果を上
げている工場があるとの情報に接した林はさっそくその工場を訪問し，39年秋からはプレス機に


















4）　日本車輌製造から独立した加藤頼之助が 1918年に設立，1935年の生産額は 13万円，36年 6月末の職工数は 48
人であった［名古屋商工会議所編 1936: 83］。
下請工場の成長64
どを製造した5）。伊藤同族結成時，第一工場で 70人，第二・第三工場各 50人，蟹江工場 30人，第
四工場 100人，合計 300人の従業者を擁した（前掲表 1参照）。第四工場は工場が手狭になったため，
36年に南区鳴尾町に鋳造工場（鳴尾工場）を建設し，同工場は 37年 8月に操業を開始した。その





















して 100以上と指摘されているが［植田 2004: 36］，表 4にあるように陸軍省調査では 1935年下期・
36年上期の下請工場として掲げられたのは 13工場にすぎず，そのうちの 2工場は東京に所在する
企業であった。先にみたように 1937年 1月時点で佐藤仙一機械課長は下請工場数は 12，13と報告
したが，開戦前後期から下請工場が急増したことはたしかであろう。













を設立したが，18年 7月に同工場を閉鎖して群馬県の中島飛行機に入り 20年 10月まで機体部品
の製作に従事した。20年 10月から 22年 4月まで三菱航空機に勤務して機体部品製作に従事した後，
22年 4月から 23年 10月まで今度は愛知時計電機にてさまざまな機種の機体部品生産を体験した。
















（人） 創業年品種 金額 品種 金額
松尾螺子製作所 東京 機体部品 44,104 同左 72,808 116,912
柴田鉄工㈴ 名古屋 機体及発動機部品 55,303 〃 64,348 119,651 360 210 1888
誠工社 〃 機体部品 1,123 〃 52,205 53,328
小林製作所 〃 機体及発動機部品 23,299 〃 47,080 70,379 120 1911
アサヒ機械製作所 〃 機体部品 11,538 〃 28,845 40,383 150 57 1922
神野鉄工所 〃 〃 22,126 〃 27,403 49,529 50 35 1920
西中鉄工所 〃 発動機部品 10,439 〃 14,230 24,669 120 95 1923
安井鉄工所 〃 〃 5,434 〃 8,818 14,252 80 60 1923
名古屋螺子製作所 〃 機体及発動機部品 5,992 〃 7,231 13,223 1932
矢嶋工業㈱ 〃 発動機部品 6,013 〃 6,909 12,922 450 348 1923
豊機械製作所 〃 〃 7,609 〃 4,507 12,116 50 39 1932
山崎鉄工所 〃 機体及発動機部品 5,332 〃 2,248 7,580 119 41 1914
東京機械製作所 東京 機体部品 463 〃 1,183 1,646
合計 198,775 337,815 536,590
［出所］「三菱重工業株式会社名古屋航空機製作所」昭和 14年，および名古屋商工会議所編 1936（2）。
















購買名簿登録ノ価値アルモノト認メラル」［大同貿易製作所「購買名簿登録願」昭和 11年 2月 12日，
貼付メモ］としていた。
　こうした満洲事変期以降の経営拡大を踏まえて大同貿易製作所は 1936年 4月に矢嶋工業株式会
社（資本金 50万円，払込資本金 30万円）に改組された。株主は 7名，役員は代表取締役矢嶋環，
取締役・予備役機関中佐辻豊一，取締役・法学士高島效，監査役矢嶋滋の 4名であった。株主の持
株内訳は矢嶋環 3,800株，矢嶋滋 1,000株，辻豊一 1,000株，高島效 1,000株，宮原厖 1,000株，滝
沢政二 1,000株，長長成 200株であったが［「矢嶋工業株式会社定款」昭和 11年 2月 20日，および「大






貿易製作所所主矢嶋環　名称及組織変更二関スル件御届」昭和 11年 4月 30日］。
　1936年 2月時点で大同貿易製作所の職工数は 208人，技術員 8名，事務員 12人であった［大同
















































居候次第」［柴田鉄工合名会社「購買名簿登録願」昭和 7年 8月 6日］のため海軍省への納品を希
望した。


















1932年 6月に出資金 1万 5,000円で設立された合名会社名古屋螺子製作所は，同年 10月に渡辺毅
夫の出資を得て資本金 3万円となり，34年 9月に増資して 8万円となった［以下，合名会社名古
屋螺子製作所「経営明細書」昭和 8年 9月，株式会社名古屋螺子製作所「経営明細書」昭和 11年
5月，および「帝国興信所名古屋支所報告書」昭和 11年による］。しかしこの間に宮崎定八は経営
を離れ，相次ぐ拡張のために名古屋螺子製作所は資金的に行き詰まり，35年 7月に長岡市の元株










　名古屋螺子製作所の 1933年 9月時点の職工は 76人，職員は 9人であったが，36年 5月には職
工 135人，職員 11人となった［合名会社名古屋螺子製作所「経営明細書」昭和 8年 9月，株式会






















　表 6にあるように名古屋螺子製作所は 1932年度から 35年度にかけて三菱航空機名古屋製作所（三
菱重工業名古屋航空機製作所），岡本工業，愛知時計電機，横須賀海軍工所，高野時計金属品製作
所などに納入実績があったが，同期間における総生産額 27万 7,110円のうち三菱重工業名古屋航
空機製作所向けが 22万 9,169円と全体の 82.7％を占めた。三菱重工業向け生産高は 32年度 3万 6,343

















































品名 注文元 年度 金額
海軍飛行機発動機用金属部分品 愛知時計電機㈱ 1934 911









海軍砲水用ボールト及ナツト 横須賀海軍工廠 1935 30





























ング製作所「工場経歴概要」昭和 8年 2月，および「帝国興信所名古屋支所報告書」昭和 8年 6月］。
主に紡織農業用漁業用機械類の発條を製作し，27年 4月にはじめて高級鋼製発條の研究に着手し，
30年 7月になって航空発動機弇発條の製作に成功した。これによって三菱航空機名古屋製作所か

















買名簿関係工場調査報告ノ件送付」昭和 8年 5月 30日］と判断した。
4．市内・地方機械工場の下請ネットワーク
















































［出所］合資会社鷲野製作所「経営明細書」昭和 10年 5月，および名古屋市商工会議所編 1936（1）。































































































































愛知時計電機株式会社「愛知時計電機株式会社現状概要」昭和 11年 10月（海軍公文備考，昭和 11年，アジア歴史
資料センター，Ref. No. C05035291000）。
中央スプリング製作所「工場経歴概要」昭和 8年 2月（海軍公文備考，昭和 8年，アジア歴史資料センター，Ref. 
No. C05023245100）。
大同貿易製作所「経営明細書」（海軍公文備考，昭和 11年，アジア歴史資料センター，Ref. No. C05035279300）。
大同貿易製作所「購買名簿登録願」昭和 11年 2月 12日，貼付メモ（海軍公文備考，昭和 11年，アジア歴史資料セ
ンター，Ref. No. C05035279300）。
「大同貿易製作所所主矢嶋環　名称及組織変更二関スル件御届」昭和 11年 4月 30日（海軍公文備考，昭和 11年，ア
ジア歴史資料センター，Ref. No. C05035279400）。
合名会社名古屋螺子製作所「経営明細書」昭和 8年 9月（海軍公文備考，昭和 8年，アジア歴史資料センター，Ref. 
No. C05023223500）。
合資会社鷲野製作所「経営明細書」昭和 10年 5月（海軍公文備考，昭和 11年，アジア歴史資料センター，Ref. No. 
C05035307600）。
平岩鉄工所「経営明細書」昭和 10年 8月（海軍公文備考，昭和 10年，アジア歴史資料センター，Ref. No. 
C05035306800）。
平岩鉄工所「資力及経歴書」昭和 10年（海軍公文備考，昭和 10年，アジア歴史資料センター，Ref. No. 
C05035306800）。
株式会社名古屋螺子製作所「経営明細書」昭和 11年 5月（海軍公文備考，昭和 11年，アジア歴史資料センター，
Ref. No. C05035277900）。
「工場調査報告」昭和 10年 11月 25日，昭和 11年 1月 28日，昭和 11年 1月 31日（海軍公文備考，昭和 11年，ア
ジア歴史資料センター，Ref. No. C05035307600）。
「三菱重工業株式会社名古屋航空機製作所」（陸軍省大日記，昭和 14年，アジア歴史資料センター，Ref. No. 
C01004722600）。
名古屋商工会議所・小川正太郎調査「名古屋市下請工業状況」昭和 13年 5月（『小宮山琢二文書』所収，筆者所蔵）。
斎藤購買名簿調査委員会委員「購買名簿関係工場調査報告ノ件送付」昭和 8年 5月 30日（海軍公文備考，昭和 8年，
沢井　実 75
アジア歴史資料センター，Ref. No. C05023239500）。




「帝国興信所名古屋支所報告書」昭和 8年 6月（海軍公文備考，昭和 8年，アジア歴史資料センター，Ref. No. 
C05023245100）。
「帝国興信所名古屋支所報告」昭和 10年 9月（海軍公文備考，昭和 11年，アジア歴史資料センター，Ref. No. 
C05035307600）。
「帝国興信所名古屋支所報告書」昭和 11年 6月（海軍公文備考，昭和 11年，アジア歴史資料センター，Ref. No. 
C05035279400）。
「帝国興信所名古屋支所報告書」昭和 11年（海軍公文備考，昭和 11年，アジア歴史資料センター，Ref. No. 
C05035277900）。
「矢嶋工業株式会社定款」昭和 11年 2月 20日（海軍公文備考，昭和 11年，アジア歴史資料センター，Ref. No. 
C05035279300）。





















伊藤萬太郎 1938「名古屋地方における機械工業の回顧」『機械学会誌』第 41巻第 253号。
佐藤仙一 1941「航空発動機の製作と工作機械」『日本機械学会誌』第 44巻第 288号。
下請工場の成長76
下請工場の成長
―1930年代の名古屋市を事例に―
沢　井　　　実
要　　旨
　本論文の目的は，1930年代の名古屋市における機械器具工業を対象にして，下請工場の企業成長，
経営発展を支えた具体的諸条件を明らかにすることである。従来繊維産業，窯業などに傾斜していた
名古屋市の産業構成が，満洲事変期以降の航空機工業，兵器工業，電気機械工業，工作機械工業など
の躍進によってその姿を大きく変貌させるのが 1930年代であった。加工組立型の機械器具工業の拡
大は親工場の拡大だけで実現することはない。親工場の順調な生産拡大を支援する下請企業，下請工
場の拡大がいかにして準備されたかが問われる必要がある。
　何よりも工場主の技術的・経営的手腕および縦横に張り巡らされた下請ネットワークの存在を基盤
にしつつ，中等高等技術教育を受けた技術者の採用，軍部との人的関係の強化，郷里を基盤とした人
的ネットワークなどにも支えられつつ，1930年代には名古屋市所在の下請工場の企業成長が見られ
たのである。
